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外部評価委員会の発足による学校評価システムの充実

愛知県立一宮商業高等学校

１ はじめに

本校は，一宮を中心とした周辺町村の熱烈な要請により，昭和13年に「愛知県立一宮商業学校」と

して創設された西尾張地区唯一の単独商業高校である。

本校の校訓は「至誠一貫・質実和楽・感謝報恩」であり，教育目標は以下のとおりである。

① 校訓を体し，思いやりに富み，健康かつ勤勉な人間の育成を図る。

② 国家・社会の担い手としての自己実現を援助し，将来有為な産業人の育成を図る。

③ 知・徳・体・技の練磨に努め，その調和と一体化を図る。

学校は所期の教育目標を達成し，保護者や地域住民から信頼されるため，自らの責任で自己点検を

行い改善を図るとともに，その結果を外部へ公表し，開かれた学校づくりをすることで，説明責任を

果たさなければならない。

本校では，本年度から新しい概念での外部評価の実施方法や活用方法について検討し，外部評価と

自己評価の具体的な例と留意点を示すことができた。

２ 平成17年度までの学校評価

(1) 自己評価

平成15年度に教頭主管の下，学校評価の内容・方法，外部評価者の選定，年間計画の中での位置付

け，公開授業との関連など，多くの問題について方向性を模索しながら，学校評価委員会を立ち上げ

ることができた。

平成16年度に，従前の年度末反省・総括の形を整え，学校評価シートとした。多量のプリント資料

を職員会議で提示していた分掌や学年に対しても，学校評価シートＡ４判１枚（多くても表裏で１枚）

にまとめるよう指示が出され，多くの教員の理解を得ることができた。

平成16年度で，本校での学校評価の方法・内容がほぼ確立できたため，平成17年度からは，教頭の

指導・助言の下，主管を教務主任とした。平成17年度は，年間10回程度開催された学校評価委員会を

通じて，教員の学校評価に対する理解も深まり，学校改革への意識も高まってきた。

(2) 課題

学校評価委員会において，本校の学校評価に対しての課題を以下の６点にまとめた。

ア 学校評価に対する教員間の共通理解の向上。

イ 前向きで柔軟な改革姿勢をもつことができるよう教員の意識改革。

ウ 充実した授業を目指し，教員・生徒双方の意識を向上させるための，「授業充実に関するア

ンケート」結果の活用。

エ 学校評価にかかわる諸アンケートの効率的な処理方法についての工夫。

オ 学校の教育活動についての広報活動の推進。

カ 学校のホームページを見やすくする工夫。
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３ 平成18年度以降の取組状況

(1) 外部評価委員会の発足に至る経緯について

平成18年３月に出された文部科学省の「学校評価ガイドライン」に沿って，平成19年度に外部評価

委員会を設置することを学校評価委員会で決定し，平成19年６月４日職員会議において報告した。

その後，外部評価委員会発足に当たり設置要綱と外部評価委員名簿を作成し，平成19年９月20日に

愛知県教育委員会へ提出した。また，学校評価委員会において，人員構成・開催日時・審議内容等の

検討を重ねた結果，10月１日，学校評価委員会において，第１回外部評価委員会を11月10日の授業公

開日に実施すること，外部評価委員会の構成は学校評議員とＰＴＡ会長及び副会長の計11名とするこ

と，平成19年度の中間評価について評価すること等が決定し，10月４日職員会議において報告した。

その後，学校評議員とＰＴＡ会長及び副会長に対し，学校長よりこの決定を伝え，11月10日第１回外

部評価委員会を開催することになった。

(2) 学校評価の組織について

ア 組織図（校内体制）

総務部

外部評価委員会 Ｐ Ｔ Ａ 役 員 会 保護者 教務部

生徒指導部

進路指導部

校 長 教頭 運営委員会 学校評価委員会 保健部

生徒会部

図書部

学 校 評 議 員 会 各学科

各教科

各学年

イ 外部評価委員会の構成（11名）

(ｱ) 学校評議員（５名）

・元中学校校長 ・会社役員 ・大学教授 ・元ＰＴＡ役員 ・地域代表

(ｲ) ＰＴＡ役員（６名）

・会長 ・副会長（５名）

ウ 外部評価委員の活動内容

(ｱ) ４月，６月，11月の授業参観

(ｲ) 11月10日（土）の授業参観後，10時50分から12時40分まで外部評価委員会の開催

(ｳ) 外部評価書の作成

エ 成果

(ｱ) 外部評価委員会設置要綱（資料１）により外部評価の位置付けを明確にできた。また，外

部評価委員会は，学校評議員とＰＴＡ役員で構成し，主管は教務主任とした。

(ｲ) 第１回外部評価委員会において，本校の教育活動の内，進路指導部・国際交流部・保健美

化部より半年間の成果・課題について報告し，委員から質問・意見を聴き，本校の教育に対

する委員の理解を深めるとともに，新たなヒントも得ることができた。

(ｳ) 委員会での協議を基にして，外部評価シートの作成ができ，外部評価書（資料２）をまと
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めることができた。

オ 課題

(ｱ) 外部評価委員会において，委員11名全員の参加が可能な日時の設定は難しい。

(ｲ) 協議時間等の時間の制約もあり，外部評価書は，協議内容を基に教務部でまとめることと

なった。

(ｳ) 外部評価を効果的に実施するため，自己評価の改善が欠かせない。具体的には以下の３点

である。

・自己評価の信頼性を高めるため，各種アンケートを計画的に実施・整理し，根拠を明確に

して評価を行うこと。

・自己評価の評価項目・指標は，数値化し，なるべく具体化して設定する。

・成果や課題は，教職員の共通理解の下，検証と改善策の検討結果を記述して作成する。

(3) 年間実施計画について

月 自 己 評 価 外 部 評 価

４ ○「本年度の重点目標・具体的方策・留意事項」○学校評議員委嘱

の決定

○前年度の学校評価の報告（ＰＴＡ総会）

５ ○前年度・今年度の学校評価の報告（ホームペ

ージ等）

６ ○保護者アンケート内容の検討 ○第１回学校評議員会（外部評価委員会

への試行）

７ ○学校評議員会報告（資料３）

○保護者アンケート実施（保護者会時）

（資料４）

○中間評価の検討

８

９ ○保護者アンケートの報告（ホームページ等）

（資料５） ○外部評価委員会設置要綱作成

○中学校教員のアンケート内容及び生徒による

「授業充実に関するアンケート」内容の検討

10 ○中学校教員にアンケート実施（学校説明会時）○外部評価委員委嘱（平成19年度のみ半

（資料６） 年）

11 ○全生徒による「授業充実に関するアンケート」○第１回外部評価委員会

実施（ＬＴ時）（資料８）

○中間評価の報告（ホームページ等）

12 ○中学校教員・全生徒による「授業充実に関す ○外部評価委員会報告（資料２）

るアンケート」の報告（職員会議等）

（資料７・９）
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月 自 己 評 価 外 部 評 価

１ ○各種アンケートの報告（職員会議・ホームペ

ージ）

○本年度の評価結果と改善策の検討

２

３ ○本年度の評価結果と改善策の報告（職員会議 ○第２回学校評議員会

・ホームページ等）

ア 成果

(ｱ) 年間を通じて，学校評価委員会を10回程度実施することにより，学校評価に対する教員の

理解を深め，多少とも改革意識を高めることができた。

(ｲ) 平成18年度に保護者個人懇談会の待ち時間等を活用し，２・３年生の保護者を対象に保護

者アンケートを実施した。このアンケートを平成19年度は，全保護者へと拡大できた。

(ｳ) 全生徒対象の「授業充実に関するアンケート」（資料８）を計画し，実施した。集計は，

愛知県総合教育センターの情報処理システムを利用する方法で実施し，教科担任ではなく，

ホームルームの時間を利用し，ホームルーム担任が実施することにより，全生徒からの回答

を得ることができた。

(ｴ) 諸アンケート結果を，分掌や学年の年度末の評価と改善策に生かすことができた。

イ 課題

(ｱ) 保護者の公開授業への参加が少ないためか，アンケートの無答がやや増加した。

(ｲ) 生徒による「授業充実に関するアンケート」については，授業の充実に向けて，生徒・教

員ともに理解を深められたが，より一層教員の意識を高めていかなければならない。

４ 研究のまとめと今後の課題

これまで様々なアンケート実施を足掛かりに学校評価に取り組み，少しずつではあるが，学校改

善に努めてきた。「授業充実に関するアンケート」の結果を授業に生かし，教授法を変える教員が出

てきたことは，取組の一成果と考えられる。

また，個人に負担が集中しないよう，教務部が組織的にデータ処理するなど，迅速に取り組む

ことができた。

外部評価については，外部評価委員会設置の要綱やその実施内容を示し，外部評価書の様式例や留

意点をまとめることができた。

しかし，外部評価を効果的に実施するためには，自己評価の改善が欠かせないことなどが課題とし

て残った。

今後も，保護者だけでなく，中学校や地域住民の方々に広く学校にかかわっていただき，学校改

善にうまく結び付けることができる学校評価の着実な定着と充実を図り，学校評価システムの更な

る取組を進めていきたい。
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資料１

愛知県立一宮商業高等学校外部評価委員会設置要綱

(設置)

第１条 学校の教育活動の観察等を通じて自己評価結果を検証し，その評価を行うため，外部評

価者によって構成される外部評価委員会（以下，委員会という。）を設置する。

(掌握事項)

第２条 委員会は，次の事項について審議し，所見や提言等を校長に報告する。

(１) 学校の自己評価に関すること。

(２) 教育活動その他の学校運営の改善に向けた取組に関すること。

(意見の聴取等)

第３条 委員会は，第２条に掲げる事項に関して，学校関係者から意見若しくは説明を聴くこと

ができる。

(組織)

第４条 委員会は，学校評議員及びＰＴＡ役員のうち校長が委嘱する委員をもって構成する。

(任期)

第５条 委員の任期は１年とする。ただし，再任は妨げない。

(会議)

第６条 委員会は年１回以上開催する。

(守秘義務)

第７条 委員は，第２条に掲げる事項に関して，知り得た秘密を漏らしてはならない。また，そ

の職を退いた後も同様とする。

(事務局)

第８条 委員会は教務部に置き，必要な事務を処理するものとする。

(その他)

第９条 この要綱に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は別に定める。

付 則

この要綱は平成19年10月１日から適用する。



－ 一商 6 －

資料２

平成19年度（11月） 外部評価結果について
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資料３

平成19年度（６月） 外部評価結果について
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資料４

平成18年度 保護者の学校評価（学校評価に関するアンケート）シート
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資料５

平成18年度 保護者の学校評価（学校評価に関するアンケート）結果について

１ 集計結果
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７ ・楽しく毎日学校に通わせてもらっています。 ・あいさつのよさが一商のよさだと思うの

で，今後も指導を適切に行ってください。 ・担任に相談しやすく明るくてよいと本人が

言っているが民踊大会が苦手だそうです。 ・今の特色をそのまま継続していただきたい。

・このまま明るく接してもらえたらよいと思います。 ・このままでよいと思います。

・弟が通っている高校より厳しく指導していただいているので，親として感謝しています。

・下校時の服装の乱れがひどい，恥ずかしい。

・夏服の長袖はないのですか。→昨年度のコメントをご覧ください。 ・３月末までのカー

ディガン着用について，４月に入っても結構寒い日があったりするので，考慮してほしい。

・頭髪や服装に厳しいと思います。 ・たまには土曜日の部活を休みにしてほしい。

・補習授業の充実をお願いします。 ・土曜補習と部活とを両立してほしい。

２ まとめ

昨年同様，やや無答が多かったが，分析すると，「１ 学校の様子について」から「６ その他」

まで，平成17年度の回答とほぼ同様の評価になっており，全体的に良好な評価を頂いています。具

体的には次のとおりです。

(1) ①②を合わせた肯定的意見が半数以上になっている項目は，以下の13項目で昨年と同じですが，

「本校に入学させてよかった」が増えており，うれしい結果になりました。

「１ 学校の様子について」

〔１〕本校に入学させてよかった。〔２〕雰囲気がよく，子供は生き生きしている。

〔３〕先生方は協力し合って，学習活動や行事等の学校運営に当たっている。

「２ 授業について」

〔２〕授業進度が適切である。

「３ 進路指導について」

〔１〕授業が進路指導に対応しており，親として子供の進路について安心していられる。

〔２〕進路に関する必要な情報が，子供一人一人に，適切に提供されている。

〔３〕進路に関する先生方のアドバイスは適切である。

「４ 生徒指導について」

〔２〕規則（頭髪・服装など学校のきまり）について，おおむね納得している。

「５ 行事・部活動について」

〔１〕学校行事は，子供にとって楽しく充実している。

〔２〕部活動は活発で，充実している。

〔３〕学校行事・部活動は，本校の特色になっている。

〔４〕ＨＲ活動が活発で，クラスは楽しい。

「その他」

〔１〕土曜補習を今後も実施してほしい。

(2) 半数にはやや満たないが，肯定的意見が昨年よりかなり多くなった項目が，以下の３項目あ

った。うれしい結果である。

〔１〕内容が分かりやすい授業が多い。〔２〕進路に関して，学校と保護者の連絡が密である。

〔３〕学校は生徒指導面で，家庭への連絡や意思疎通を積極的に行っている。

(3) 要望欄には，上記のような，お褒めの言葉や御意見があり，その他の御意見につきましても，

今後の学校の教育活動の参考にさせていただきます。

保護者の皆様，御協力ありがとうございました。
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資料６

平成18年度 学校評議員及び中学校教職員に対する学校評価アンケート
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資料７

平成18年度 学校評議員及び中学校の学校評価アンケート結果について

６ その他

・国際交流事業への取組が大変よい。生徒はもちろん先生方にもよい刺激です。民踊大会も名物

行事として全校で取り組んでいる姿は好感がもてる。

・貴校での３年間がいかに子供の成長につながっているかを常に公開していただきたいです。

・国際交流についてもっとＰＲされるとよいと思います。

・専門科目が少人数で指導されており，生徒の集中力が高かったと思います。

・２年前に比べて，教室での机上の整理ができている生徒が多くなりました。

・先生方の授業を見て，人に見せるものとして授業を意識される先生が増えたと思います。

・中学校では前髪を大型ピンでとめるのは許していません。「結びなさい」と指導しています。

【まとめ】

１ 学校評議員は11月11日に実施。中学校は一宮，稲沢，清須市立26校で，10月27日に実施。

２ 一昨年の平成16年度より，学校評議員・中学校教職員の方々に対しても公開授業を実施して

いるが，昨年同様の無答数がある。公開授業の充実を更に図るとともに，中学校との連絡を平

素から密にし，学校の様子を伝えることに力を注いでいきたい。

３ 肯定的回答①②が７割以上が，全18項目中14項目あり，昨年同様良い評価を得ている。「進

路指導について」及び「授業について」の評価が，昨年よりかなり高くなっており，学校とし

てはうれしい結果である。

４ 平成19年度は，一人一人の生徒の学力向上を目指し，学校の評価が更に上がるよう努力をし

ていきたい。

御協力ありがとうございました。
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資料８

平成18年度 授業充実に関するアンケートシート（１年）
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資料９

平成18年度 授業充実に関するアンケートの教科別集計結果データ一覧（１年抜粋）


